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本
市
の
下
水
道
は
、
合
流
式
（
汚

水
と
雨
水
を
一
緒
の
下
水
道
管
で
処

理
）
と
分
流
式
（
汚
水
の
み
下
水
処

理
し
雨
水
は
河
川
へ
放
流)

の
二
種

類
あ
り
ま
す
。
お
お
む
ね
市
街
地
で

は
合
流
式
、周
辺
部
は
分
流
式
で
す
。

分
流
式
区
域
で
は
、
下
水
道
（
汚

水
管)

に
雨
水
が
流
入
す
る
と
、
豪
雨

の
と
き
な
ど
に
汚
水
処
理
に
支
障
が

出
た
り
、マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
噴

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
流
式
区
域
の
宅
地
内
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
排
水
升
や
陶
管
の
排
水

管
な
ど
が
破
損
し
て
い
る
場
合
は
、

升
や
排
水
管
へ
の
雨
水
の
浸
入
を
防

ぐ
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

修
理
・
改
良
工
事
の
費
用
は
個
人
負

担
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
下
水
道
管
理
課

�
８
９
０
―
３
０
７
４
へ
。

本
市
で
は
、
政
府
が
推
進
し
て
い

る
構
造
改
革
特
区
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
前
の

地
形
が
確
認
で
き
な
く
て
も
、
土
地

の
分
筆
登
記
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

「
図
上
分
筆
登
記
申
請
」
を
提
案
。

そ
の
結
果
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
六
月
十
五
日
か

ら
施
行
者
（
市
な
ど
）
が
測
量
を
行

っ
た
現
況
図
に
法
務
局
備
え
付
け
の

公
図
を
合
わ
せ
た
「
公
図
調
整
図
」

で
分
筆
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
手

順
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
区
画
整
理
第
一

課
�
８
９
０
―
６
９
１
３
へ
。

駒
形
第
一
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
二
十
一
年
五
月
二

十
九
日
�
ま
で
で
す
。

―
―
敬
称
略
―
―

所
有
者
選
出
委
員
＝
五
十
嵐
仁
、
笛

田
美
智
男
、
原
三
郎
、
宇
野
誠
一
、

細
井
哲
男
、
薊
守
利
、
石
野
美
好
、

原
政
雄
、
町
田
光
男
、
桜
井
康
喜
、

内
田
守
重
　
学
識
経
験
委
員
＝
松
本

益
次
郎
、
下
田
久
雄
、
町
田
錦
一
郎

○
…
問
い
合
わ
せ
は
区
画
整
理
第
一

課
�
８
９
０
―
６
９
１
２
へ
。

二
つ
の
区
画
整
理
事
業
で
事
業
計

画
を
変
更
し
ま
す
。主
な
変
更
点
は
、

区
域
の
変
更
、
施
行
期
間
の
延
長
な

ど
で
、
縦
覧
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
＝
６
月
22
日
�
〜
７
月
５
日
�
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
場
所
＝
市

役
所
区
画
整
理
第
二
課
（
土
日
曜
は

市
役
所
当
直
室
）
対
象
区
域
＝〈
松

並
木
土
地
区
画
整
理
事
業
〉
天
川
大

島
町
、
下
大
島
町
、
朝
倉
町
四
丁
目
、

広
瀬
町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
天
川
町

の
各
一
部
〈
元
総
社
蒼
海
土
地
区
画

整
理
事
業
〉
元
総
社
町
、
総
社
町
総

社
の
一
部

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
９
６
３
へ
。

□
市
税
の
納
め
方

税
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
納
期
（
納

め
る
月
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
付
す
る
と
き
は
納
税
通
知
書
を
用

意
し
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
市
役

所
収
納
課
、
支
所
・
出
張
所
へ
。
通

知
書
に
記
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
、
納

め
ま
し
ょ
う
。

□
便
利
な
口
座
振
替

便
利
・
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

で
の
納
付
を
勧
め
て
い
ま
す
。
預
貯

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
へ
、
通
帳
・
届
け
出
印
・
納
税

通
知
書
を
用
意
し
て
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

□
納
税
通
知
書
を
紛
失
し
た
と
き

市
・
県
民
税
や
軽
自
動
車
税
は
市

民
税
課
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
資
産
税
課
、
国
民
健
康
保
険
税

は
国
保
年
金
課
へ
で
き
る
だ
け
早
く

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め
な

い
こ
と
を「
滞
納
」と
い
い
ま
す
。滞

納
す
る
と
納
期
限
の
翌
日
か
ら
一
カ

月
ま
で
は
年
七
・
三
％
（
た
だ
し
、

公
定
歩
合
プ
ラ
ス
四
％
が
七
・
三
％

を
下
回
る
場
合
は
そ
の
率
）、
そ
れ

以
降
は
年
一
四
・
六
％
の
割
合
で
掛

け
た
金
額
を
加
算
し
ま
す
。
滞
納
に

な
ら
な
い
よ
う
、
計
画
的
に
納
税
し

ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
収
納
課
�
８
９

０
―
６
２
２
６
へ
。

◆
市
・
県
民
税
第
一
期
＝
６
月
30
日

�
ま
で

宅
地
の
排
水
管
な
ど

雨
水
浸
入
を
防
ご
う

区
画
整
理
後
の
土
地

分
筆
が
可
能
に

期
限
を
守
っ
て

納
税
し
ま
し
ょ
う

駒
形
区
画
整
理
の

審
議
会
委
員
決
ま
る

変
更
し
ま
し
た

２
つ
の
事
業
計
画

富
士
見
村

□
あ
か
ぎ
大
沼
・
白
樺
マ
ラ
ソ
ン

大
会夏

の
高
原
を
走
る
、
あ
か
ぎ
大

沼
・
白
樺
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
毎
年
、
全
国
か
ら
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。
健
脚
を
競
い
ま

す
。
コ
ー
ス
は
大
沼
の
湖
畔
で
、
緑

豊
か
な
木
々
の
中
。
夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
に
、
家
族
や
友
達
み
ん
な

で
走
り
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
同
大

会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
８
月
29
日
�
午
前
10
時
　
会

場
＝
大
沼
湖
畔
　
参
加
費
＝
一
般
二

千
五
百
円
、
中
学
生
千
円
　
申
し
込

み
＝
7
月
23
日
�
ま
で
に
所
定
の
申

込
用
紙
に
（
大
会
事
務
局
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て

郵
便
局
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
大
会
事
務

局(

中
央
公
民
館
内)

�
２
８
８
―

６
１
１
１
へ
。

緑の中をさわやかに

６
月
の
納
税


